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放射性コバルト (Co60
視床下部中部の刺激で排卵陽性率は 41%を示し， れ且破壊退行期l乙増加出現する。
前後部l乙於ける 20.25%と比較して還に高く， 視床 4) 噌銀線維の照射前後の態度K就き観察した。
下部中部特に灰白隆起附近は家兎排卵機欄と最も密 5) 同一腫蕩内に於ても，組織成熟度の部位的応
接な関連を持つ場であること，更に前眼房内卵巣移 異なるものの存在する事を認め，一小切片より組織
植例でも同様中部刺激で排卵することから卵巣に至 成熟度と線感受性の問題を論ずる事が困難であるこ
る刺激は神経性ではなく体液性K及ぶ事を認めた。 とを知った。 
なお，中部刺激例中，交感刺激状態を呈したものは 6) 両側子宮動脈結撃は，近接照射による局所の
排卵例で 100%，陰性例で 52% IC認めたが排卵と一 組織学的変化に何等影響を及ぼさないものの様であー
般状態との関連は極めて複雑である。 る。 
6) 性周期による白鼠視康下部 p32摂取量の変動 8) 産婦人科領域に於ける心電図(第一報) r筋
滝口光雄 腫と心電図J
白鼠の睦脂膏により発情前期，発情期，発情後及 鈴木正剛 
び発情休止期の 3群i乙分け，各群白鼠の第E脳室側 42名の子宮筋腫患者の心電図を調べた。 
壁中部，同後上部，下垂体，卵巣，大脳皮質(頭頂 1) 異常所見を呈する者は 33.3% Vc.達するが筋
葉)，乳頭体，頚動脈血を p32腹腔投与後，一定時間 腫に特有な所見は見られなかった。 
で別出秤量し，放射能を測定して各組織の coumt/ 2) 有所見者は貧血の有無l乙拘わらず，腫蕩が増 
m/mgを比較した。狭義の視床下部に於ける燐摂取 大する程増加する傾向にある。
量は大脳皮質，乳頭体に比し数倍の高値を示した。 3) 術後T波高は平坦化の傾向を示している。
視床下部の内，第E脳室側壁中部の燐摂取量は，発 4) 術後異常所見を呈した者は，術前に於ても異
情前期〉発情期>発情休止期の順で，卵巣に於て 常のニュアンスに富んでいる者が多い。そしてこの
は，発情期〉発情休止期>発情前期であり，第E 事実は，手術によって起り得る危険を予知し，これ
脳室側壁中部の機能土昇期は卵巣の機能上昇期に先 を如何に防御するか，と云う問題K対して，術前の
行し，下垂体に於ても発情前期〉発情期〉発情休 心機能検査の一端としての心電図検査が，如何に重
止期の順で卵巣機能に少しく先行した。併し第E脳 要であるかを物語っているものと云えよう。
室側壁後上部に於ては性周期による変動が少しそ
の他大脳皮質，乳頭体，頚動脈血K於ては性周期と 9) 劃縁胎盤
の聞に特別の関連が見られなかった。 戸賀崎義治
劃縁胎盤の 1例を文献的考察と共に報告する。患 
7) 	 )及びラジウム (Ra)近
者は 32才， 1回経産(前回は 9ヵ月死産)，最終月経
接照射による子宮頭部癌の組織学的変化
は 21/VlI'57，17/V '58 '~L 5月初めより水が下りて
荒木晃
いたが，これが更に多くなったとて来院，子宮底の 
Co60及び Ra近接照射の子宮頚部癌に及ぼす影響	 長さ 30cm，腹囲 83cm，骨盤位，羊水は帯緑色調
iを知る為K，総量 C0603840 mch，Ra 4800 mghの 渇，児心音は弱く 14，15，15であった。陣痛は無く，
近接照射を行って，照射前，照射中，照射後の数回 子宮口閉鎖。児を熱望したので、帝王切聞を行い，生
に亘り線量と関連して癌腫の組織学変化を観察し 児を得たが，体重 1520g，身長40cm，3日後に死
た。その結果， 亡。乙の際に本胎盤を得fこ。胎盤の大きさ 15><:14 
1) 上記線量の範囲に於ては，両者共癌腫に広汎 cm，腐帯の長さ 85cm。胎児面に白色の周縁輪あ
且積極的な破壊作用を示し，照射終了後1カ月では り，胎児脈管の終末枝は輸に入る前広胎盤実質中氏
癌細胞消失して結合織性の癒痕組織を認めた。 没す。周縁輸の一部は盛り上り，その一部では内縁 
2) C060近接照射による子宮頭部癌の組織学的 が unterminierenされている。組織学的には胎盤
変化と Ra近接照射のそれとの聞には本質的な差を 組織の貧血性梗塞であった。本胎盤は Williamsの
認められなかった。 云う r 周marginal Infarkt J，Pinkertonの云う f
3) エオヲン噌好性白血球は癌腫の退行現象lζ関 廓型を合併せる劃歳胎盤jであると考える。乙の異
係するものの様で，照射前角化成熟癌に多く認めら 常胎盤と臨床症状の関係は多くの著者の間で意見の
